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『風葉和歌集』所収現存物語歌 対照表

髙 橋 諒

川 上 一

はじめに

『風葉和歌集』（以下、『風葉集』と略称）は、文永八年（一二七一）に成立した物語

撰歌和歌集である。『源氏物語』『うつほ物語』『狭衣物語』をはじめとした現存する二

十四編、また現在散逸している百七十四編の作り物語から和歌を採取し、勅撰和歌集の

体裁に準じて、四季・恋・雑等の部立てに分類配列される。もと二十巻あったと思しい

が、現存するのは十八巻、千四百二十四首である。

これまでの『風葉集』研究の方向性は大きく二つある。一つは、撰者の推定や、勅撰

和歌集との分類配列の比較など、歌集としての研究であり、もう一つは、『風葉集』の

本文に着目した内容研究である。但し、従来の内容研究では詞書などから主に散佚物語

の内容を復原することに焦点が当てられており、現存物語所収歌に関する検討がなされ

てきたとは言いがたい。現存物語歌は五百首を超え、これは全体の半数に近い。『風葉

集』の全貌を明らかにするには、看過できない数である。

『風葉集』の現存物語所収歌の分析が停滞している要因のひとつは、出典となる物語

の現行諸注釈書との対応が希薄な点にある。早くに刊行されている校本には、当然その

後に出た物語注釈書等の存在は考慮されておらず、所収歌が物語中、いかなる文脈にて

詠まれたものなのか把握するに労を要するのである。こうした現状を踏まえ、本稿では

『風葉集』所収歌と、出典の物語公刊本の該当箇所とを照応させた表を作成した。これ

によって、『風葉集』と現存物語の距離を近づけていくことが出来るだろう。

凡 例

一、この対照表は『風葉集』所収歌のうち、現存物語を対象に、物語本文を参照できる

ように、『風葉集』の歌番号と、各物語の公刊本の頁数とを対照させたものである。

二、対照表は、「巻別対照表」「物語公刊本対照表」に分かれ、「巻別対照表」は「物語

公刊本対照表」を使用できるよう、歌番号に従い現存物語所収歌を並べ、物語別およ

び巻別に分類、初句を付したものである。

三、「巻別対照表」は、各物語名の「物語」を省略し、現存本にないものは、「現存ナ
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シ」とし、すべて初句を示した。公刊本内で同頁の他歌と初句が重複している和歌に

関しては、判別可能な部分まで第二句を付した。また、風葉集と物語の間で初句に異

同が存する和歌は、物語の初句を丸括弧にて併記した。

四、「物語公刊本対照表」は五十音順に各物語を並べて、各物語名の「物語」は省略し、

巻ごとに分けて示した。なお、『堤中納言物語』と『住吉物語』のみ、分けていない。

五、「物語公刊本対照表」は各物語とも上段に「歌番号」、下段に公刊本の頁数を示し

た。見やすさを考慮して、公刊本の箇所は網掛けにした。

六、「物語公刊本対照表」は『風葉集』には収載されるが、現存本にない歌は巻の箇所

に「現存本ナシ」とした。一方で、『風葉集』に収載されていない巻は、歌番号の箇

所に「ナシ」と示した。

七、各対照表の歌番号は、特に断らない限り『新編国歌大観』によった。

八、作成にあたって、中野荘次・藤井隆『増訂 校本風葉和歌集』（友山文庫、一九七

〇年、以下『校本』と略称）の「物語別風葉和歌集 附収載物語名寄」を参考にし

た。ただし、使用される公刊本の少なさや対照されていない物語があるなど、参照す

るのに十全ではない。また、『校本』に記載される歌番号、公刊本の頁数、あるいは

当該歌の有する巻など、各物語で少なからず誤りがあるので正した。

九、「物語公刊本対照表」で用いた公刊本および略号は以下の通りである。冊数・頁数

もそれぞれによった。

・旧大系 日本古典文学大系

・新大系 新日本古典文学大系

・集成 新潮日本古典文学集成

・新全集 新編日本古典文学全集

・鎌倉 鎌倉時代物語集成

・中世 中世王朝物語全集

・おうふう 室城秀之『うつほ物語全 改訂版』（おうふう、一九九五年）

・真銅影印・真銅本文 小林健二ほか『真銅本「住吉物語」の研究』（笠間書院、

一九九六年）

一〇、対照に用いた各物語の公刊本は次の通り。なお、現存物語『むぐら』は、風葉集

に一首の入集があるが、現存本では散逸部分であるため、本稿では除いている。

浅茅が露物語・石清水物語・いはでしのぶ・風につれなき

・苔の衣・雫ににごる・我が身にたどる姫君 →中世

有明の別れ →鎌倉

うつほ物語 →新全集・おうふう

落窪物語・源氏物語・竹取物語・堤中納言物語

→旧大系・新大系・集成・新全集
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狭衣物語 →旧大系・集成・新全集

住吉物語 →新大系・新全集・中世・真銅影印・真銅本文

とりかへばや →新大系・新全集・中世

浜松中納言物語 →旧大系・新全集

松浦宮物語 →新全集・中世

夜の寝覚 →旧大系・集成・新全集

一一、『うつほ物語』『源氏物語』を髙橋、それ以外の物語を川上が担当した。
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風葉和歌集 所収現存物語歌 巻別対照表

風葉和歌集

巻第一 春上

(歌番) (物語) (巻) (初句)

2 源氏 少女 ここのへを

3 うつほ 春日詣 うくひすの

4 落窪 三 あさほらけ

8 源氏 初音 としつきを

9 源氏 初音 ひきわかれ

13 うつほ 蔵開中 きみかため

14 源氏 手習 やまさとの

15 源氏 手習 ゆきふかき

16 うつほ 春日詣 みわたせは

17 うつほ 春日詣 ゆきとくる

18 源氏 若菜上 はかなくて

21 源氏 椎本 やまかせに

29 源氏 紅梅 はなのかに

30 源氏 梅枝 うくひすのこ

31 浜松中納言 一 しろたへに

36 源氏 真木柱 ここのへに

44 源氏 手習 そてふれし

48 とりかへばや 一 はるのよも

51 夜の寝覚 四 いつとたに

52 風につれなき 現存ナシ ふりにける

53 うつほ 春日詣 ふるさとに

55 源氏 須磨 ふるさとを

56 源氏 真木柱 かきたれて

巻第二 春下

60 うつほ 春日詣 わかやとに

67 いはでしのぶ 四 きみかすむ

68 いはでしのぶ 四 はるをへて

69 いはでしのぶ 四 やまさくら

72 落窪 三 さくらはな

79 風につれなき 現存ナシ よろつよと

82 源氏 須磨 いつとなく

83 源氏 椎本 かさしをる

84 狭衣 四 ときしらぬ

85 いはでしのぶ 一 ここのへの

86 いはでしのぶ 二 おもひいつ

87 夜の寝覚 現存ナシ さきにほふ

92 狭衣 四 をりみはや

94 夜の寝覚 一 わかことや

95 うつほ 藤原の君 さくらはな

(はなさかり)

97 うつほ あて宮 かへりゆく

98 うつほ 吹上上 ゆくふねの

100 源氏 若紫 おくやまの

101 源氏 若紫 おもかけは

102 源氏 若紫 あらしふく

103 堤中納言 花さくらをる ちるはなを

108 源氏 現存ナシ ちりちらす

110 源氏 胡蝶 はるのひの

111 うつほ 吹上上 ゆくふねの

115 浜松中納言 五 ふるかとそ

119 源氏 真木柱 おもはすに

123 源氏 花宴 わかやとの

125 源氏 藤裏葉 たをやめの

126 源氏 宿木 すへらきの

127 源氏 宿木 よろつよを

128 うつほ 吹上上 ふちのはなや

132 うつほ 吹上上 いつかたに

133 うつほ 吹上上 ゆくはるは

(ゆくはるを)

巻第三 夏

135 源氏 竹河 はなをみて

139 落窪 三 ほとときす

146 狭衣 四 ひきつれて

150 源氏 藤裏葉 なにとかや

152 狭衣 一 よもすから

156 浜松中納言 三 ほとときす

160 狭衣 一 しらぬまの

161 狭衣 一 みもわかて

162 石清水 上 おもひつつ

163 石清水 上 ぬまことに

171 源氏 蛍 けふさへや

176 松浦宮 下 ほとときす

177 源氏 花散里 をちかへり

178 源氏 花散里 ほとときす

179 うつほ 祭の使 ほとときすな
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183 うつほ 祭の使 なかめする

189 うつほ 藤原の君 ひとこゑに

191 源氏 澪標 くひなたに

192 源氏 澪標 おしなへて

193 狭衣 一 わかこころ

195 石清水 上 たねまきて

196 源氏 紅葉賀 よそへつつ

197 源氏 紅葉賀 そてぬるる

199 うつほ 祭の使 よそにのみ

201 源氏 幻 よるをしる

202 源氏 蛍 なくこゑの

(なくこゑも)

203 源氏 蛍 こゑはせて

205 源氏 若菜下 きえとまる

206 うつほ 現存ナシ としふれと

207 うつほ 祭の使 えたしけき

(えたしけみ)

巻第四 秋上

211 うつほ 内侍のかみ めつらしく

218 うつほ 藤原の君 あきをあさみ

219 うつほ 藤原の君 たなはたの

あふよのつゆを

226 狭衣 三 をれかへり

227 狭衣 三 したをきの

228 狭衣 三 うきみには

(みにしみて)

229 夜の寝覚 現存ナシ しほれわひ

230 源氏 蜻蛉 をきのはに

231 風につれなき 現存ナシ あきかせや

232 風につれなき 現存ナシ うしとのみ

233 源氏 桐壺 みやきのの

236 源氏 夕霧 あきののの

237 うつほ 内侍のかみ うすくこく

238 狭衣 四 たちかへり

243 源氏 宿木 ほにいてぬ

245 うつほ 俊蔭 ふくかせの

247 源氏 夕顔 さくはなに

253 源氏 手習 あきののの

256 源氏 手習 こころには

257 源氏 薄雲 きみもさは

258 源氏 宿木 やまさとの

259 源氏 野分 おほかたの

(おほかたに)

261 浜松中納言 一 あはれしる

262 いはでしのぶ 八 なかめつる

263 いはでしのぶ 八 おほかたに

264 風につれなき 現存ナシ なほふりし

265 源氏 葵 わきてこの

270 源氏 手習 やまさとの

276 狭衣 四 あはれそふ

280 源氏 鈴虫 くものうへを

281 我が身 四 まつそおも

285 うつほ 菊の宴 あきことに

巻第五 秋下

286 風につれなき 上 くもゐゆく

287 源氏 少女 さよなかに

292 うつほ 俊蔭 むしたにも

293 狭衣 三 ふるさとは

298 浅茅が露 ゆふくれは

299 源氏 桐壺 すすむしの

300 うつほ 嵯峨の院 あきのよの

302 源氏 椎本 をしかなく

305 風につれなき 現存ナシ さととほき

306 風につれなき 現存ナシ かくはかり

309 源氏 椎本 あさきりに

310 源氏 橋姫 あさほらけ

311 源氏 賢木 ゆくかたを

312 源氏 夕霧 やまさとの

313 源氏 夕霧 やまさとの

(やまかつの)

316 源氏 幻 もろともに

319 うつほ 嵯峨の院 つゆならぬ

320 源氏 藤裏葉 いろまさる

329 源氏 賢木 つきかけは

330 風につれなき 現存ナシ つきのすむ

331 風につれなき 現存ナシ きくそうき

334 いはでしのぶ 一 ゆきあきの

338 源氏 賢木 あさちふの

339 源氏 賢木 かせふけは

340 うつほ 祭の使 おくつゆに
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341 源氏 橋姫 やまおろしに

343 うつほ 嵯峨の院 いつとても

344 うつほ 内侍のかみ あきかせの

345 うつほ 菊の宴 おりしける

346 源氏 総角 おなしえを

347 源氏 総角 やまひめの

348 源氏 少女 こころから

349 狭衣 一 せきそてに

350 うつほ 菊の宴 やまつとを

(やまつとも)

358 風につれなき 現存ナシ むしのねも

362 風につれなき 上 くれぬへき

巻第六 冬

368 源氏 総角 あきはてて

369 源氏 総角 いつくより

(いつこより)

375 狭衣 二 ひとしれす

377 夜の寝覚 二 つらけれと

384 うつほ 国譲下 ひとりぬる

385 狭衣 二 たつぬへき

(たつぬへく)

389 うつほ 菊の宴 こきつらね

390 源氏 総角 しもさゆる

391 源氏 総角 あかつきの

396 狭衣 二 われはかり

403 源氏 朝顔 こほりとち

407 源氏 朝顔 とけてねぬ

408 狭衣 二 わきかへり

410 源氏 少女 ひかけにも

414 源氏 総角 あられふる

419 浜松中納言 四 ふりぬめり

(ふゆこもり)

420 浜松中納言 四 きえかへり

421 落窪 三 ゆきふかく

424 源氏 薄雲 ゆきふかき

(ゆきふかみ)

426 浜松中納言 四 みよしのの

432 源氏 行幸 ゆきふかき

433 源氏 行幸 をしほやま

434 源氏 椎本 ゆきふかき

435 狭衣 二 たのめつつ

436 狭衣 二 すゑのよも

(ゆくすゑの)

440 源氏 幻 はるまての

441 源氏 幻 ちよのはる

442 うつほ 菊の宴 かけていのる

443 我が身 一 ゆきふりて

巻第七 神祇

446 石清水 下 ふかくのみ

447 石清水 下 ゆめはかり

448 狭衣 二 かみよより

451 風につれなき 上 あきらけく

453 松浦宮 中 なみのほか

461 風につれなき 現存ナシ いまはとて

463 狭衣 三 かたらはは

464 源氏 須磨 ひきつれて

465 源氏 須磨 うきよをは

468 狭衣 四 かみかきは

469 うつほ 藤原の君 めにちかく

471 源氏 若菜下 むかしこそ

472 源氏 若菜下 すみよしの

(すみのえの)

473 源氏 澪標 すみよしの

477 源氏 少女 あめにます

479 源氏 須磨 やほよろつ

480 狭衣 三 みそきする

481 狭衣 四 かみもなほ

492 風につれなき 現存ナシ ちかひあらは

501 いはでしのぶ 三 ききえたる

508 狭衣 二 もえわたる

519 狭衣 三 くらきより

522 有明の別れ 三 すゑのよを

巻第八 離別

523 源氏 松風 ゆくさきを

524 源氏 薄雲 すゑとをき

526 とりかへばや 四 いつかたへ

(いつかたに)

527 源氏 須磨 みはかくて

528 源氏 須磨 わかれても
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529 源氏 須磨 いけるよの

530 源氏 須磨 をしからぬ

531 浜松中納言 現存ナシ いかはかり

532 浜松中納言 現存ナシ ふるさとの

533 松浦宮 上 けふよりや

534 松浦宮 上 もろこしの

535 浜松中納言 現存ナシ みにそへる

537 うつほ 吹上上 いまはとて

547 浜松中納言 二 おなしよの

548 浜松中納言 二 あふこなみ

(あるるなみ)

549 松浦宮 上 しらさりし

550 松浦宮 上 いかなりし

551 松浦宮 下 あきかせの

552 松浦宮 下 ゆくふねの

553 落窪 三 をしめとも

554 落窪 三 みをわけて

555 うつほ 吹上上 かたらはぬ

563 風につれなき 現存ナシ かりそめと

569 竹取 いまはとて

570 竹取 あふことの

572 風につれなき 現存ナシ またこえむ

580 うつほ 内侍のかみ たひひとの

581 うつほ 嵯峨の院 いろそむる

585 うつほ 吹上上 なにしおはは

588 住吉 上 はかなくて

589 源氏 明石 はるかにも

591 源氏 玉鬘 ふなひとも

592 源氏 玉鬘 ゆくさきも

593 松浦宮 上 あまのはら

(わたのはら)

594 松浦宮 上 かすかなる

596 竹取 あさりする

598 浜松中納言 一 ひのもとの

599 浜松中納言 一 おくつゆも

600 松浦宮 中 みることに

601 松浦宮 上 しらさりし

巻第九 哀傷

602 いはでしのぶ 二 いかなれは

603 いはでしのぶ 二 あらたまる

607 源氏 柏木 ときしあれは

613 夜の寝覚 現存ナシ しらさりし

614 源氏 幻 いまはとて

615 源氏 柏木 きのしたの

616 源氏 柏木 うらめしや

619 源氏 幻 なきひとを

621 夜の寝覚 現存ナシ さらてたに

622 源氏 御法 いにしへの

626 うつほ 忠こそ ここのみや

627 うつほ 忠こそ ひとはいさ

630 源氏 御法 おくとみる

631 源氏 御法 ややもせは

632 源氏 御法 あきかせに

633 夜の寝覚 現存ナシ まねけとも

634 いはでしのぶ 三 みしひとは

635 風につれなき 現存ナシ あきならて

636 風につれなき 現存ナシ あはれいかに

637 風につれなき 現存ナシ わきてこの

638 源氏 桐壺 くものうへも

640 源氏 総角 おくれしと

649 風につれなき 現存ナシ おもひきや

652 源氏 桐壺 かきりとて

655 有明の別れ 三 おもひおく

656 有明の別れ 三 いかなりし

658 風につれなき 現存ナシ なこりとは

660 浜松中納言 現存ナシ けふりけむ

664 源氏 葵 のほりぬる

665 源氏 葵 あめとなり

666 風につれなき 現存ナシ はかなしと

667 風につれなき 現存ナシ いにしへも

668 風につれなき 現存ナシ おもへとも

670 源氏 葵 かきりあれは

674 風につれなき 現存ナシ きみもまた

675 源氏 椎本 いろかはる

678 住吉 上 からころも

680 源氏 幻 きみこふる

681 源氏 幻 ひとこふる

684 いはでしのぶ 四 とまるみの

685 うつほ 国譲上 みしよにそ

688 いはでしのぶ 四 えそしらぬ

(えそわかぬ)



―81
⑻―

689 夜の寝覚 現存ナシ わかれにし

691 源氏 藤裏葉 なれこそは

692 源氏 東屋 たえはてし

(たえはてぬ)

695 雫ににごる まことには

697 うつほ 俊蔭 わひひとは

700 うつほ 忠こそ としふれと

巻第十 賀

702 うつほ 蔵開上 みとりこの

705 風につれなき 現存ナシ きみかよを

706 落窪 三 やそさかを

709 うつほ 菊の宴 おのれたに

710 うつほ 蔵開下 よろつよの

711 源氏 若菜上 わかはさす

712 源氏 若菜上 こまつはら

714 うつほ 春日詣 みるひとの

717 風につれなき 現存ナシ いつれをも

721 うつほ 吹上上 ふちのはなか

722 うつほ 吹上上 まとゐして

726 源氏 桐壺 いときなき

730 堤中納言 あふさかこえぬ きみかよの

731 うつほ 内侍のかみ ちとせふる

732 うつほ 内侍のかみ こゑたえす

733 うつほ 吹上下 きくのそのに

(きくそのに)

747 うつほ 藤原の君 いはのうへの

748 うつほ 藤原の君 あしたつの

749 うつほ 沖つ白波 なておほす

750 うつほ 沖つ白波 ひめまつを

751 うつほ 蔵開上 むらとりの

752 うつほ 祭の使 ひとことに

756 うつほ 菊の宴 いはのうへに

757 うつほ 菊の宴 わかやとの

759 落窪 三 みそきする

巻第十一 恋一

760 源氏 胡蝶 おもふとも

775 うつほ 藤原の君 みこもりて

781 風につれなき 現存ナシ いかにせん

783 うつほ 嵯峨の院 ときてやる

784 うつほ 嵯峨の院 そてたちて

788 狭衣 四 かたしきに

792 うつほ 春日詣 なみたさへ

793 うつほ 祭の使 しつみぬる

794 うつほ 菊の宴 なみたかは

797 雫ににごる つつめとも

798 源氏 夕霧 せくからに

803 住吉 上 よとともに

804 住吉 上 ふしのねの

806 狭衣 一 われはかり

(いかはかり)

(かくはかり)

807 うつほ 藤原の君 ひとりのみ

824 有明の別れ 二 みをくたく

831 松浦宮 上 たまのをの

832 松浦宮 上 こひしなは

836 狭衣 四 おもかけは

巻第十二 恋二

839 狭衣 四 やしまもる

840 うつほ 祭の使 おもふこと

842 源氏 朝顔 つれなさを

843 我が身 二 つれなきに

845 風につれなき 現存ナシ たえさらん

846 風につれなき 現存ナシ なからへて

847 風につれなき 現存ナシ あさましや

848 風につれなき 現存ナシ こひしとも

849 源氏 現存ナシ つらかりし

850 狭衣 二 しにかへり

852 浅茅が露 あひみんと

861 有明の別れ 一 たまさかに

863 狭衣 一 あひみては

(あひみねは)

864 狭衣 一 へたつれは

(いつまてか)

870 源氏 若紫 みてもまた

871 源氏 若紫 よかたりに

874 松浦宮 中 おもふにも

879 いはでしのぶ 一 わかるれと

884 浅茅が露 しのひあへ

885 浅茅が露 あかつきの
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886 源氏 帚木 みのうさを

890 とりかへばや 四 なこりのみ

(こころさし)

891 有明の別れ 一 いかにせん

892 有明の別れ 一 つれなくて

895 源氏 夕顔 いにしへも

896 浜松中納言 一 わかよには

(わかよにも)

897 浜松中納言 一 うしとおもひ

（うしとおもふ)

899 我が身 二 かきりあり

901 有明の別れ 一 かくてたた

903 源氏 浮舟 よにしらす

904 源氏 浮舟 なみたをも

910 風につれなき 現存ナシ わかるとて

913 狭衣 二 うたたねを

914 松浦宮 上 さめぬよの

915 夜の寝覚 現存ナシ よひのまの

918 源氏 総角 よのつねと

(よのつねに)

925 源氏 花宴 うきみよに

928 有明の別れ 二 そてのうち

929 浅茅が露 たましひは

930 浅茅が露 けさとはぬ

931 いはでしのぶ 二 かはかりも

巻第十三 恋三

941 うつほ 国譲中 もろともに

942 源氏 浮舟 なかきよを

943 源氏 浮舟 こころをは

947 源氏 総角 きしかたを

949 風につれなき 現存ナシ きえねたた

952 源氏 若菜上 めにちかく

953 源氏 宿木 またひとに

955 うつほ 蔵開中 よそなから

956 うつほ 蔵開中 うらみけん

957 いはでしのぶ 二 あふことの

963 狭衣 三 いのちさへ

(いのちたに)

968 いはでしのぶ 一 たちかへり

972 狭衣 一 あまのとを

975 堤中納言 はいすみ いつくにか

(いつこにか)

巻第十四 恋四

982 源氏 夕霧 かすならは

983 とりかへばや 二 ましておもへ

987 いはでしのぶ 三 おもはぬと

989 狭衣 三 ゆめかとよ

990 我が身 三 いまはたた

993 うつほ 祭の使 ぬるまなく

1007 いはでしのぶ 五 わすれはや

1009 浜松中納言 三 ちきりしを

1010 浜松中納言 一 いまやとふ

1012 うつほ 蔵開中 むすひおきて

1014 夜の寝覚 現存ナシ かきりとて

1019 うつほ 蔵開下 こぬひとを

1023 源氏 明石 うらなくも

1024 源氏 浮舟 なみこゆる

1025 狭衣 二 おもひやる

1027 源氏 浮舟 いつくにか

1028 風につれなき 現存ナシ ありしよの

1031 いはでしのぶ 三 こととへよ

1034 狭衣 四 なからへて

1035 夜の寝覚 現存ナシ ものおもふ

1037 うつほ 藤原の君 ひとをおもふ

1045 狭衣 一 かちをたえ

1046 狭衣 一 はやきせの

1049 狭衣 二 うきふねの

1050 狭衣 二 なみたかは

巻第十五 恋五

1051 うつほ 菊の宴 たちかへる

1053 松浦宮 中 とははやな

1054 源氏 花宴 ふかきよの

1059 うつほ 俊蔭 わすれしと

1060 堤中納言 ほどほどのけさう ひとすちに

1061 源氏 若菜上 いまさらに

1064 うつほ 春日詣 みつまさる

1065 狭衣 一 いかにせん

1069 源氏 葵 くやしくも

1074 狭衣 一 おもひつつ
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1075 源氏 蓬生 たつねても

1078 苔の衣 夏 おもひやれ

1081 うつほ 菊の宴 なつくさに

1083 源氏 空蝉 うつせみの

1084 狭衣 一 こゑたてて

1085 うつほ 祭の使 ことのはのつ

1087 うつほ 祭の使 ひとはいさ

1088 いはでしのぶ 二 ならひこし

1089 いはでしのぶ 三 わかれにし

1091 うつほ 祭の使 つれもなき

1093 源氏 夕顔 ほのかにも

1094 有明の別れ 二 あたひとの

1095 有明の別れ 二 したをきの

1098 狭衣 三 おしなへて

1099 狭衣 三 ひとかたに

1102 うつほ 現存ナシ まねくかと

1103 うつほ 現存ナシ みにさむみ

1104 うつほ 忠こそ まつひとの

1105 うつほ 忠こそ しらつゆに

1113 源氏 野分 かせさわき

1118 いはでしのぶ 六 かけとめん

(かきとめん)

1120 狭衣 一 しきたへの

1121 源氏 賢木 あかつきの

1122 源氏 賢木 おほかたの

1127 うつほ 嵯峨の院 わかこひは

1128 源氏 若菜上 みにちかく

1129 狭衣 三 ことのはを

1130 狭衣 三 あきのいろ

1131 風につれなき 上 うつりゆく

1132 うつほ 忠こそ わかやとに

1134 有明の別れ 一 きみとはて

1140 いはでしのぶ 六 ちきりこし

1141 いはでしのぶ 二 かたしきの

1145 うつほ 蔵開中 からころも

1150 源氏 浮舟 みねのゆき

1154 源氏 真木柱 こころさへ

巻第十六 雑一

1159 いはでしのぶ 四 うくひすも

1160 有明の別れ 一 そてかけて

1161 有明の別れ 一 しめゆひし

1162 源氏 早蕨 このはるは

1165 いはでしのぶ 一 おもひきや

1166 いはでしのぶ 一 なみたのみ

1170 うつほ 吹上上 さくらはな

1185 夜の寝覚 現存ナシ うきよには

1189 源氏 帚木 やまかつの

1193 うつほ 祭の使 えたことに

1194 うつほ 祭の使 おくやまに

1200 源氏 手習 うつしうゑて

1203 浜松中納言 五 たつぬへき

1204 源氏 宿木 いたつらに

1206 うつほ 俊蔭 かせふけは

1208 源氏 横笛 つゆしけき

1211 いはでしのぶ 八 やまふかく

1215 夜の寝覚 現存ナシ なからふる

1216 浅茅が露 みるままに

(みるたひに)

1218 源氏 夕霧 みしひとの

1224 有明の別れ 二 まちかぬる

1228 源氏 松風 ひさかたの

1229 苔の衣 秋 をくらやま

1231 うつほ 国譲下 いにしへは

1237 うつほ 俊蔭 みなひとを

1240 狭衣 二 ふきはらふ

(すゑはらふ)

1242 有明の別れ 一 われやそれ

1244 我が身 一 ひととはぬ

1245 我が身 一 あかなくに

1246 源氏 総角 かきくらし

(かきくもり)

1252 狭衣 四 ことわりの

巻第十七 雑二

1253 松浦宮 上 おほそらの

1254 浜松中納言 一 ひのもとの

1255 浜松中納言 一 かたみそと

1256 浜松中納言 二 わかれては

1257 浜松中納言 二 ふるさとの

1260 浅茅が露 かずならぬ

1261 浅茅が露 おほそらの
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1264 源氏 宿木 おほそらの

1265 浜松中納言 五 おもひいつ

1266 狭衣 三 まてしはし

1270 夜の寝覚 現存ナシ しらさりし

1271 夜の寝覚 二 ありしにも

1274 源氏 東屋 さとのなも

1275 とりかへばや 三 おもひきや

1277 有明の別れ 一 わするなよ

1278 源氏 須磨 なきかけや

1280 源氏 手習 われかくて

1286 風につれなき 現存ナシ ひとはよな

1289 いはでしのぶ 八 みるたひに

1293 夜の寝覚 現存ナシ しらくもの

1298 いはでしのぶ 三 わきておもふ

1299 源氏 東屋 さしとむる

1300 源氏 若紫 ふきまよふ

1301 風につれなき 現存ナシ きみはしらし

1302 風につれなき 現存ナシ こよひさて

1303 風につれなき 現存ナシ やまふかく

1307 とりかへばや 三 またもきて

1308 夜の寝覚 現存ナシ くさのはに

1309 夜の寝覚 現存ナシ あらしふく

1310 夜の寝覚 現存ナシ やまふかく

1312 源氏 須磨 あれまさる

1317 松浦宮 上 いなつまの

1318 有明の別れ 三 このよには

1319 有明の別れ 三 はなのかは

1320 いはでしのぶ 一 ねにかよふ

1321 夜の寝覚 一 あまのはら

1323 うつほ 春日詣 めつらしく

1330 源氏 横笛 ふえたけに

巻第十八 雑三

1333 有明の別れ 三 おほゐかは

1336 うつほ 楼の上下 はるきては

1337 うつほ 楼の上下 ひきうゑし

1338 うつほ 菊の宴 ふかみとり

1339 竹取 としをへて

1340 住吉 下 たつぬへき

1341 住吉 下 すみよしの

1342 うつほ 吹上上 くるひとの

1343 うつほ 吹上上 きみかため

1347 堤中納言 かひあはせ かひなしと

1351 夜の寝覚 一 こきかへし

(こきかへり)

1357 浜松中納言 現存ナシ ひとりしも

1363 源氏 浮舟 さとのなを

1366 住吉 下 わかみこそ

1367 源氏 手習 みをなけし

1368 源氏 手習 はかなくて

1373 夜の寝覚 四 なにことを

1377 風につれなき 現存ナシ きみかすむ

1378 風につれなき 現存ナシ おなしよの

1379 浜松中納言 四 ふるままに

1380 浜松中納言 四 よのうさに

1381 うつほ 藤原の君 うきことを

1386 源氏 真木柱 いまはとて

1387 狭衣 三 なほたのむ

1389 うつほ 蔵開中 いにしへの

1390 うつほ 蔵開下 たのみしも

1391 うつほ 菊の宴 ふるさとの

1393 源氏 現存ナシ あかつきは

1394 源氏 現存ナシ まつかせを

1396 浅茅が露 いくよかは

1400 夜の寝覚 現存ナシ よのなかに

1401 源氏 横笛 うきよには

1402 源氏 橋姫 よをいとふ

1403 源氏 橋姫 あとたえて

1404 源氏 総角 とりのねも

1406 風につれなき 現存ナシ さきたちて

1407 風につれなき 現存ナシ おいかよの

1408 夜の寝覚 現存ナシ いまはとて

1416 浜松中納言 現存ナシ うしとたに
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